
                   冬が始まりました 

                    
校門前の銀杏の木。夏には緑の葉 
が生い茂っていました。 
秋の深まりと共に黄色く色づき，私たちの 
目を楽しませてくれました。 
11月末に一斉に舞い落ち，冬がやってきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 取 北 高 校 だ よ り 

   

 
 
令和４年度第７号(2022/12/23 発行） 

 

名北の風 
 

芸術の秋  写真部 県高校写真展 学校賞受賞 

                               

                             写真部 鈴木 翔太（２年・郡山中出身） 

                 先日，第２９回宮城県高等学校写真展が行われ，写真部からも１０枚

の写真を出展しました。部員一人一人テーマや被写体を決め，撮影し，県

写真展には１０作品しか出展できないため，部内選考が行われます。部

員が良いと思った作品に投票して，出展作品が選ばれました。題名と説

明を記入して出展したところ，今回の県展では銀賞１名でした。また入

賞しなかった写真も高く評価され，学校賞を受賞することができました。 

                 写真部は２３人で活動しています。昨年度は現３年生が２人と少人数

でしたが，今年度は１年生が多く入部し，活動も活発になりました。全員

が「やる気」を持って活動したことが，今回の受賞に繋がったと感じまし

た。 

 

「挨拶」鈴木 翔太（銀賞受賞） 

 

 

 

 

先輩のお話から多くのことを学びました ～同窓会講演会～ 

 

「僕が夢を叶えることが出来た理由」         大久保 剛志 さん 

本校では，2014 年から同窓会主催の講演会を行っています。８回目の今年は，プロサッカ 

ー選手の大久保剛志さんにご講演をいただきました。大久保さんは本校の卒業生です。在学中 

ベガルタ仙台ユースに所属し，「U18 日本代表」に選出されました。卒業後はベガルタ仙台と 

プロ契約し，その後ソニー仙台 FC，モンテディオ山形などでプレーした後タイへ渡り，36 歳 

の現在もタイのプロサッカーチーム BangkokFC で現役選手として活躍なさっています。 

講演では，５つのキーワードを用いてわかりやすくお話してくださいました。 

①あきらめない 辛い時ほど自分に矢印を向けて努力してほしい。 

②自分に勝つ   夢を叶えるためには自己犠牲あり。ストレスにも勝つ。 

③自分を信じる どこにチャンスがあるかわからない。 

高校時代，友達と遊びたかったけれどその気持ちを我慢し，片道２時間かけて練習に通ったこと，試合に

出られないときも努力し続けたことなど，経験に基づくお話を生徒たちは真剣に聞いていました。 

 更に名取北高生に望むこととして， 

 ④言語を学ぶ 言語を学ぶことで活躍する場を世界に広げる 

ことができる。 

 ⑤日本を飛び出して広がった可能性 

  日本でやるのもいいけれど，外に目を向けることも。 

そして，「今，スタートを切る」ことが「夢を叶える第一歩」 

で，「夢」が具体的にない人は，英語の勉強に取り組むことで 

これから見える景色は変わってくるとの激励をいただきました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 宮城県名取北高等学校 】 〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田 103   TEL 022-382-1261  FAX 022-384-8976 

HP https://natorikita.myswan.ed.jp/  mail  natorikita@od.myswan.ed.jp  （担当）教頭・原畑 聖子 

１月行事予定  

５日（木）・６日（金）３年共通テストリハーサルテスト １０日（火）開講式・カウンセリング 

１４日(土)１・２年記述模試 １４日(土)・15日(日)大学入学共通テスト   

１８日（水）カウンセリング  １９日（木）３年考査日割発表  

２３日（月）２年平日課外開始 ２５日（水）カウンセリング 26日(木)～31日（火）３年後期末考査 

ボランティア活動に積極的に参加しました 

消防団を知ってもらい隊の活動について       

奉仕活動部 猪川 秀（２年・名取二中出身） 

私たち奉仕活動部は，７月９日から１０月９日までの間で，８回にわたって行われた「消防団を知ってもら

い隊」の事業に参加しました。私たちの主な活動内容は，参加対象である小学生達のサポートで，消防団につ

いてのＰＲ動画作成の方法がわからなくなってしまった小学生の手助けをしました。この事業では，消防団を

知ってもらうための手段として，プログラミングを採用しており，最初は，ただでさえ難しいプログラミング

に加え，小学生たちにこれを教えるなんてとても身構えていましたが，実際に小学生たちがプログラミングに

触れてみると，すぐに慣れてしまったようで，不覚にも驚かされました。 

 今回の活動では「消防団を知ってもらう」という目標の下で活動でき，と 

ても良い経験になりました。また，今回の事業に参加してくれた小学生たち 

が消防団やプログラミングに更なる興味を持ってくれたら嬉しいです。 

 

赤い羽根共同募金活動について       

奉仕活動部 川島 ひなた（２年・中田中出身） 

 私たち奉仕活動部は，フレスコキクチ増田店で赤い羽根共同募金活動を 

行いました。初めはなかなか大きな声が出せず，通行している方に振り向い 

てもらうことができませんでしたが，時間が経つにつれ，声が出せるように 

なりました。年齢に関係なく，小さい子から年配の方まで募金してください 

ました。「頑張ってね」と声をかけてくれる方や小さい子が駆け寄って募金 

をする姿を見て，人々の温かさを感じました。自分の小さな行動で誰かの力 

になれることを学ぶことができたので，これからは自分にできることから少 

しずつ行動していきたいです。 

                        

Let’s 理科読～紙から始めるＳＤＧｓ～（令和４年度名取市子ども読書活動推進事業） 

                             図書委員 櫻井 あみ（３年・角田中出身） 

今回の「Let’s理科読」のテーマは「紙」でした。紙についてのお話を聞き，参加している子ども達はいろ

いろな種類の紙を触ってみたり，実験をしたりしていました。私はボランティアとして，子ども達のサポート

にあたりました。見ていておもしろいと感じる物も多く，子ども達も興味津々で取り組んでいました。私は今

回が初参加でしたが，とても楽しい時間を過ごさせていただきました。また機会があったら参加してみたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各運動部で地区新人戦が行われました 

地区優勝 女子バスケットボール部・女子バレーボール部→１月に県大会 

女子バドミントン部・男子弓道部 

女子バドミントン部は県大会ベスト８でした。 

              

mailto:httpｓ://natorikita.myswan.eｄ.jp
mailto:natorikita@od.myswan.ed.jp

